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日本の海岸植生の新群落単位 1 

大場 達之 菅原久夫＊

Neue Syntxa der japanischen Kiisten-Pflanzengesellschaften-1. 

von 

Tatsuyuki 0HBA und Hisao SUGAWARA* 

Synopsis 

1. Cladietum chinensis ass. nov. (Tab. 1) 

Kennat: C.adium chinensis 

Areal・ Honshu, Shikoku und Ryukyu Ins巴In.

Synsystem: Phragmitetea TOxEN et PREisING 1942, Phragmitetalia TOxEN et 

PRE1s1Nc 1942, Phragmition W. KoCH 1926, Cladietum chinensis. 

Die Assoziation kommt an nicht salzigen und brackischen naBen Standorten in 

der Nahe der Meereskiisten vor. 

2. Puccinellietum nipponicae ass. nov. (Tab. 2) 

Kennart: Puccinelli a niρPonicum 

Areal: Pazifik-Seite des NO-Honshu. 

Synsystem. Saginetea maximae 0HsA et SucAWARA 1978, Setario Saginetalia 

maximae 0HsA et SucAWARA 1978, Setario-Saginion maximae 01-1sA et SucA-

w AHA 1978, Puccinellietum nipponici. 

Diese Assoziation bevorzugt Felsspalten, die von Regenwasser angesammelt. 

3. Sedetum cauticoli ass. nov. (Tab. 3) 

Kennart ・ Sedum cauticolum 

Areal: 0-Hokkaido. 

Synsystem: Asplenietea trichomanis BH. BL. 1934, Potentilletalia dickinsii 

OHsA 1973, Potentillion dickinsii Ot1BA 1973, Sedetum cauticoli. 

Das Sedetum cauticoli w品chstan steilen Felsspalten direkt an der Kiiste 

oder in kiistennahe Gebiet. 

はじめに

日本の海岸の植物群落の分類に関しては， i荒湿地に関しては MIYAWAKI& 0HBA 1965, 
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1969, OllBA 1972なと，砂浜については 0 HBA, M 1vAwAK1 & TuxEN 1973，岩石海岸につ

いては 011日A & S ue川NAl~A 1979, /C場 ・菅原1979, N AKANISHI 1980などの研究でほぼその

全容が明らかとな ってきた。 しかし詳細に見れば尚未記録の群落が多く， 著者の1人大場

が日本の海岸植生の概説を試みた時にもかなり多くの新群落単位を追加した（大場1979～

1980）。本報ではこれら未記録の群落単位を順次記載してゆくことにしたL、。

1. ヒ卜モトススキ群集 （表1)

Cladietum chinensis ass. nov. 

標徴種 ：ヒトモトススキ

調査i也．われわれの調査では三浦半島先端部， 伊豆半島の城ケ1!1奇と大瀬1!1奇，能登半島な

どがあり ， 従来報告のあるものとしては紀伊半島 （宮脇 ・鈴木1975), 厳島 〔n1令木 ・中野

1975），屋久島 ・種子島 CTJ?if原 in宮脇編1980〕，西表島（新納ほか1934），などがある。 す

べて海岸附近で調査されている。

士山形 ・土＊ ：主として岩石海岸ーの岩壁基部の湧水の惨出する凹湿地， または｜径起波蝕台

上の凹地で雨時に雨水の滞留する所などに見られ， 伊豆大瀬崎では海岸！IN近の淡水池の岸
に生ずる。ヨーロッ パにかなり広く分布する Cladiummariscusは内陸の淡水域にほと

んど限られて分布することが知られているが， 日本のヒトモトススキは海岸の汽1）＜：.稀に淡

水環境に分布するのと呉っている。 しかし群落の形態は両者よく類似している。日本では

大瀬崎のほか福井県の三方五湖附近でも淡水的環境に生ずることが知られている。

群落は何れにしても中性からアルカリ性に傾いた湿潤地に生ずるが， 夏季などは乾き上

ることもあり，ヒトモトススキは水位変動にかなりの耐性があるようである。 ホl・I質土上に

生ずることが一般である。

群落の形態 ：高さ 1～ 1.8mの密集群落であることが多L、。 ヒトモトススキは大きな株

状となるが群落上層に空間は少なし地表には他の種の混生は少ない。 特に多湿な環境下

では谷地坊主状に高まることがある。

種類構成 ：ヒトモトススキ単独で群落を構成することもあるが， 調査区当り15種に達す

るこ ともある。平均構成種数はほぼ5.6になる。 ヒトモトススキのほか共存する割合の高

いものとしてはヨシ，カモノハシなどがあるが， その他のものは常在度が極めて低い。

植 被 ：点状から狭い帯状，最も広い植分でも幅卜数m，長さ数十mのレベルである。

3♂ ，c:? 

32• 

、、マヘマ
図1. ヒトモトススキ群集の分布

Cladietum chin叩 sis.
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Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 12 December 1980 

季 観：厳冬期には茎」定が枯死するが，容易に倒伏せず顕著である。

人為影響 ：立地が海崖に偏在するために従来人為的影響は少なかったが， ii易養水の富養

化が進むと群落の存立に影響が出るものと考えられる。

隣媛群落 ：群落が比較的孤立しているために隣接する群落は少数で， しかも一定しない

が， シオクグ群集，ヤマイ i~下落などが併存する場合が多L 、。

分 布：ヒトモトススキの分布からすると， 本州の日本海側では能登半島以西，太平

洋側では茨城県以西に分布し，四匡l，九州、｜から台湾，中国南部， マレーシア，オーストラ

リアにまで及ぶものと考えられる。

群落分類 ・アシ， カモノハシを共存するより湿潤な，随分，ヒトモトススキ単独の植分な

どが区分できるが，亜群集などの区分は後考を期したい。 共存する種からするとアシ群匠／，

アシ群目，アシ群綱に所属させるのが妥当であろう。ヨーロッパの Cladietummarisci 

ALLION! 1922もアシ群団に算入するのが一般的である。

文献

宮脇目白（編著） 1980 日本植生誌 屋久島 376pp.

宮脇 目白 ・鈴木邦雄 1975 熊野灘 ・浦神半島の植生 102pp. 横浜

新納義馬 ・宮城康一・新城和治・島袋｜政 1974 八重山群島の植生 成球列島の 自然とその保護に

関する基礎的研究 I : 5 -36. 

鈴木兵二 ・中野武登 1975 厳島（宮島〉の後背湿地に発達するヒトモトススキ群落，厳島の自然（総

合学術調査研究報告）199-210. 

図 2 タチドジョウツナギ群集の分布

Puccinellietuni nipponicae. 

2. Puccinellietum nipponicae ass. nov. 
Lfd.-Nr. I 2 J '• ’J • 6 7 8 

"" 

9 10 11 

' , 

Fcld-Nr. ~ 14 29 32 33 37 !, 15 11 34 39 42 
Probellache (m-): 
Vegetationsbetleckung (7.) 
Artenzah l: 
Kennart der Ass : 
Puccinelha nippon1ca 
Kennarten der hoheren Einheiten 
Cnid1um japonicum 
Sag ma maxima 
Scnstioe Arteに
Pia.Hage :apon1ca 
Triglochin maritimum vac. 
N1pponanthemum n1ppon1cum 
Phragm1tes comm"n1s 

R"mex J apon icus 
Carex pumi la 

I .5 2 0. I 6 4 0.25 Q.25 6 o. 24 12 
40 10 15 3 5 35 BO 70 I 0 30 90 

2 ' 2 2 2 3 3 3 4 

3.4 2.2 2.3 1.2 1.2 3.3 5.5 4.5 2.3 2.3 4.4 Tachidojotsunag1 

+. 2 +. 2 

+. 3 

Hamazeri 
. Hamat>umekusa 

I I +. 2 Touoobako 
Maruminoshibana 
llamag1ku 

. As hi 
I .2 Cishigishi 
+.2 Kouhouslnba 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen Ohba 2 Sept. 1978, Kap Iwaizaki in Miyagi Praf , Honshu (Nr I, 6 8), Ohba 23 Sept 
1979, Same in Iwate P.raf , Honshu (Nr. 2-5, 9), Ohba 23, Sept 1979, Tanesashi in Iwate Prof., Honshu (Nr. 10, 11). 
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10 大場・菅原 ：日本の海岸微生の新鮮落単位一1

写真 l 海山の凶隙に生ずるタチドジョウツナギ群集

Puccinellietum nippo川cae.

2. タチドジョウツナギ群集 （表2)

Puccinellietum nipponicae ass. nov 

保徴種 ．タチドジョウツナギ

，§， ，＼］ 査よ也 ・宮城県北部の岩井附，岩手県鮫および種差。 また宮脇 ・佐々木1980の表28に

おいてチシマドジョウツナギ群治としてあるものは2葉の写真からして明らかにタチドジ

ョウツナギの群終と考えられる（宮脇 ・佐々木1980の p.92. Fig. 57および p.228. Fig. 129 

と TATEOl<A 1970, 1971の Plateを対照せよ〉。宮IJY!.佐々木1980の資料は下北半島東通

村と六ケ所村より得られている。

地形 ・土桜 ：；岩石海岸の海崖査をl山1;:;15，岩隙または小タイド プール状の山！＇¥Fr, 土岐は極め

て少なL、。雨時にはかなり辞任水し， また湖水の飛沫をかなり被る位置に生ずる。立地は乾

天時には1担分濃度は相当に高くなるものと考えられる。 ~するに 7]<./Jiil.およひ1古i分濃度の変

動する環境で，その変動l隔が大である。

I下落の形態 ．グラ ミノイド植物を i：とする疎生鮮稿。他被は一般に20%1こ1i11ない。i海崖

荒原、とも称、し得る。 やや大形の川所乃至＊溜り周辺では 11店数 I-cm種度のやや密生した植分

を梢成することが稀にある。 群治：高はタチドジョウツナギの花茎上端まて、て0・3ocmを越える

ことは稀であるn

回煩椛成 ：タチドジョウツナギのほぼi'j'L独n下i？；で， 他にハマツメクサ，テリハオオノ4コ
などが少量混生するのみである。

植被：点状，最大の植分てザも数mレベル。

人為影響 ：現花の所あまり認められないが一昔15 1~1守人のためにゴミが放置， 投入された植



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 12 December 1980 

分で群？五の衰退治、見られたη 岩手県催物社、1970によると；岩手県の海岸にはかなり広く分布

し，河口部などにも見られたらしいが， 著者が1977年に三陸海岸を調査し｜時には極めて稀

であった。 これらの産地の相当部分は環境の人為的変動によ って失われた可能性もある。

隣接群落：ハマツメクサ群綱の群第が多く隣接し， 多湿地ではドロイ群集に接すること

が多い。間接してはハマギク群集が高い頻度で存有する。

分 布：岩手県から宮城県にわたる三陸沿岸に限定される。

群落分類：タチドジョウツナギはチシマトジョウツナギに近縁であるが， チシマドジョ

ウツナギ属の多くの種は堀湿地に生じ， その大部分はマリティマイ群綱に所属するから，

タチドジョウツナギj午集をチシマドジョウツナギJil集と同列に扱う立場もあり得る。 しか

しタチドジョウツナギ群集の立地の質や， 共存する 種を見るとハマツメクサ群綱に最も

近い。 ヨーロッパにおいても Puccinel!iafestucaeformisのように 主として 海崖の

Saginetea maritimaeの群都中に生する穣もあり， Puccinel!i a属をマリティマイJ洋綱

の標徴属とすることはできない。従って次のよ 7にハマツメ クサ群綱に所属せしめておく 。

ハマツメクサJl'U岡

ハマエノコローハマツメクサ群団

ハマエノコローハマツメク サir：下回
タチドジョウツナギ群集

日本ではチシマドジ ョウツナギはl続性の泥質地に生じ， タチドジョウツナギは主として

海崖岩上に生ずるが，この両環境はそれほどかけ陥れたものではなく， TATEOKA 1971によ

れば F北半島では両種の生育地が接近し， そこに~~！t穫が形成されているのが見出されると

し寸 。従ってタチド ジョウツナギの組型が泥質地生のものである可能性は強い。三陸沿岸

の沈降による海性泥湿地環境の激減が岩上生のタチドジョウツナギの形成に一役かってい

るのかも女~Iれない。

Sedetum cauticoli ass. nov. 

Lfd -Nr 2 3 4 5 6 7 8 9 I 0 11 12 13 11, 
Fe! d『Nr 42 43 18 19 3S S4 SS 22 48 40 52 S3 ~J 11 

Expo>itiog s w E E SE SE SSW SSW E N ii S SE N 
Neigung ( ) ' 2 90+ 80 90+ 90 90+ 90 90 90 90+ 90+ 70 80 80 90 

Probef l五ch巴（m ) ' 3 6 1 S I 0 9 9 9 25 6 1 5 8 1 s 9 50 
Vege tat ionsbedeckung (') 20 30 I 0 5 5 3 s 5 3 10 20 15 

Artenzahl' 3 3 4 4 4 4 s 5 s 6 6 6 9 

Kenna rt der Ass.' 
Sedum cauticolum 2 3 3.4 1.3 1.2 1.3 +.2 + 2 1.2 1.3 1.2 1.3 3.3 1.3 Hidakamisebaya 

Kennarten der hilheren Einheiten' 
Saxifraga fortunei var incisolobata + 2 1 2 + 2 . +.2 1.2 1 2 + 2 + 2 + 2 Daimonj isou 

Woodsia polystichoid"' ＋ +. 2 Iwadenda 
Dennstaedtia wilfordii +.2 Ourenshida 

Sonstl. B己 Arten' 
Taraxacum shikotanense + Shikotantanpopo 

Dendranthema ar巳ticum var maekawanum 司令 Kohamagiku 
Draba borealis +. 2 1. 3 Ezoinunazuna 
Calamagrostis hakonensis 1 .3 1 .3 Himenogariyasu 
Argelica acutiloba var stenoloba +, 2 + l. I Hosobatouki 
Angelica acutiloba var. iwatensis Iwatetouki 
Ligustrum scoticum var. hulteni' ＋ト！arubatouki

Anemisia littoricola + 2 Hamaotokoyomop 
Seseli ugoensis 十，2 . Ibukiboufuu 

Festuca rubra var I. 2 I • 3 Ooushinokegusa 
Artemisia keiskeana Inuyomog' 
Orostachys malacophyllus + 2 Kornarenge 
Sedum kamtschaticum K1r1nsou 
Youngia denticulata Yakushisou 

Plantago camtschatica Ezooobako 

Potenti lla megalantha Chisimakinba' 
Adenophora triphylla var iapon,ca Tsungan色nrnirn 
Galium verum var. Kawara回atsuba 

Picris hieracioides var glabrescens Kouzorina 

Artemis'a montana + Ooyomog' 
Sagina maxima vac. 亡raosicaulis +, 2 Kitanohamatsume 

-kusa 

Nachweis der Vegetationsauf口ahmen Ohba & Sugawarn 25-26. Sept. 197S, Kap Erim口 inHokkaido (Nr 1 -14) 
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12 大場 ・菅原 ・日本の海岸桔生の新鮮落単位－1

アラスカ南部においては永蝕地形が沈7）＜.した所が多 く， 潮干干！？ーに岩械が露呈する所が広

L、。このような岩盤上に特徴的に出現するのが Puccinelliaρumilaの落群である（P.

ρumilaは日本のチシマドジョウツナギと同一種とされることもあるが， 著者の観察によ

れば明らかに別種である〉。 Puccinelliaρumilaは湿泥地には全 く生せず岩盤上の凹隙

にのみ生ずる。Pρumi laのj洋落は満潮時には全く沈水するので日本のタチドジョウツナ

ギ群集とはかなり異るが， チシマドジ ョウツナギ群集とタチドジョウツナギ群集の中聞の

環境に生ずる群落とい、えよう n

文 献

岩手楠物の会 1970 者手県柏物誌 703 pp. 
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大場達之 ・菅原久夫 1978 海崖前線の先駆群落ーハマツメクサ群綱ー北陸の植物 25: 173～190. 

TATEOKA, T. 1970 A cytotaxonomic study of the Genus Puccinellia (Graminea巴〕 inJapan目 Bull.

Nat. Sci. Mus. 13 ( 4) : 703-713. 

TA  TEO KA, T. 1971 observation on a mixed population of Puccinellia nipponica and P. kuri-

lensis (Graminea巴）.Bull. Nat. Sci. Mus. 14 (2) : 241-246. 
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図 3. ヒダカミセパヤ群集の分布

Sedetum cauticoli. 

3- ヒダカミセパヤ群集 （表3)

Sedetum cauticoli ass. nov. 

標徴種・ヒダカミセパヤ

調査 地： 北海道襟裳p1fjl周辺。

地影 ・土壌 ：ほとんど垂直な岩壁の岩隙に生じ西～南斜面に多く見られる。 海岸の岩壁

に多いが幌満）ii十品、などではかなりの内陸に も及ぶ。

群落の形態 ・ －般に植被率数%内外の疎生群落で岩隙より懸垂するヒダカミセノくヤと岩

隙に固着する若干の維管束植物より成る。

種類構成 ：ヒ ダカミセパヤの他に；；n・在的なものはダイモ ンジソウのみである。 ！irt＇苔矧は
ほとんど共存しなし、。

橋 被 ・11肩数m～卜数mレベル。点在的。
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人為影響 ．極めて急な岩壁にと｜ずるので人為影響は少ないが， 111革家或は111草採取業者ー

による選択的採取が一部に見られるn 保護植物併存；？に指定すべきものと考えられる。

隣接群務 ：より陰1!IT1な岩盤には夕、イモンジソウを主としヒダカミセノtヤを欠く群協が隣

岐して存在する。土撲が保持される岩;jjjl］や大きな岩隙， 緩斜面にはチシマ キンパイ カラ

フトイチゴツナギ群集がある。 更に乾燥した海崖前線にはハマオトコ ヨモギ コハマギク

群集が普遍的に生ずる。

分 布 ：傑裳岬周辺に限られる ものと考えられる。

Jr下落分担 ：アオチャセ ンシダ併綱， イワキンパイ群目，イワキンパ イ併団に属するもの

と考えられる。

文 献（全般〉

大場達之 1979～1980 日木の海岸植生類型 1～3，海洋と生物 4 : 55-64, 5・・61-65, 6 : 

52-55, 7 : 107 109, 8 : 187-189, 9 : 299 303, 10. 378-382, 11 : 449-451. 
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